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1.目的	
 

慢性耳鳴症の対処法としての認知行動集団トレーニングについての効果を、ヨガ群および

セルフモニタリング群と比較する。 
2.研究デザイン	
 

ランダム化比較試験（RCT） 
3.セッティング	
 

Heinrich-Heine大学、臨床心理学（Duesseldorf、ドイツ）１施設。 
4.参加者	
 

耳鳴期間が6か月以上。耳鳴機能障害10段階評価尺度が4以上の15名(平均年齢46歳) 
5.介入	
 

各群ともに1回2時間/10セッション 
Arm1:(介入群) 耳鳴の認知行動療法(TCT)1群	
 ７名(平均年齢44.7歳) 
Arm2:(介入群) 耳鳴の認知行動療法(TCT)2群	
 8名(平均年齢44.7歳) 
Arm3:(介入群) ヨガ群	
 9名(平均年齢47.6歳) 
Arm4:(コントロール群)待機群	
 19名(平均年齢48.4歳) 

6.主なアウトカム評価指数	
 

Tinnitus sensation level(TSL, 耳鳴感覚レベル)、Sound level(音域)、Tinnitus masking level(TML, 
耳鳴遮断レベル)、Tinnitus Questionnaire(TQ, 心理的障害、侵入の質、聴覚での問題点、睡
眠障害について 5 段階評価尺度)、Befindlichkeits-Skala(気分)、Beschwerden-Liste(多様な症
状)、Depressivitats Skala(抑うつ)、介入前、介入後、および3か月のフォローアップの3回
測定。 

7.主な結果	
 

TCT1 のみ、セラピー後に耳鳴遮断レベル(TML)が有意に低下したものの、耳鳴感覚レベ
ルはわずかな減少であった。TCT2群も耳鳴の制御において有意な増加が示された。一方、
ヨガ群と統制群においては、これらの肯定的な変化は認められなかった。耳鳴りに関する

質問紙では統制群において睡眠障害に減少が認められた(p<0.05)。介入後、TCT1群のみ、
抑うつ感が有意に減少し、気分の改善が有意に認められた。主観的尺度において、介入後、

TCT1群とTCT2群とも、ヨガ群よりも満足感が高かった(P<0.001)。統制群とヨガ群と比
較して、TCT群は介入後に耳鳴による妨害が減少した(P<0.001)。「セラピー終了後の質問
紙」において、TCT処置群はより大きい満足を報告した。ヨガ処置群は、26評点のうち
2回のみTCT処置群よりも肯定的な評価をした。 

8.結論	
 

耳鳴りの治療として、認知行動療法はヨガと比較して、よりすぐれた治療である。	
 

9.安全性に関する言及	
 なし	
 

10.ドロップアウト率とドロップアウト群の特徴	
 

TCT1群：42.9%（7名中3名）、TCT2群：25%（8名中2名）、ヨガ群11.1%（9名中1名）、
待機群15.8%（19名中3名）。 

11.ヨガの詳細	
 

ハタヨガ。リラクセーションと、適切な身体認知を育むための特別なヨガ・エクササイズ

を構成した。さらに、リラックスし熟慮的な意識状態への達成には、呼吸法、体位や他の

エクササイズにより導いた。 
12.Abstractor のコメント	
 

研究者は、考察においてヨガ群の有用性が現れ難かった理由として、東洋的文化への馴染

みのなさに言及している。	
 

13.Abstractor の推奨度	
 

耳鳴の対処法としてヨガを勧めない。 
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